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平
成
１８
年
１
月
１
日

『
現
在
の
日
本
医
療
再
生

へ
の
提
言
』
と
題
し
て
第

１
回
目
が
ス
タ
ー
ト
し
て

以
来
、
今
回
で
１
０
０
回

目
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
臨
床
研
究
と

論
考
を
重
ね
な
が
ら
一
つ

の
結
論
が
で
ま
し
た
。
今

日
、
こ
こ
で
み
な
さ
ま
に

そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

藤
原
正
彦
氏
は
２
０
１

０
年
文
芸
春
秋
７
月
号

『
日
本
国
民
に
告
ぐ
』
で

　
「
一
般
に
多
く
の
困
難

を
解
決
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
一
つ
一
つ
着
実
に
解

決
し
よ
う
と
す
る
の
は
、

誰
で
も
ま
ず
考
え
る
こ
と

で
あ
る
が
、
大
て
い
の
場

合
、
労
力
が
か
か
る
ば
か

り
で
成
功
し
な
い
。
多
く

の
困
難
が
噴
出
し
て
い
る

と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
全

て
を
貫
く
何
か
一
つ
の
原

理
が
時
代
や
状
況
に
そ
ぐ

わ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
。
し

た
が
っ
て
こ
の
原
理
を
変

え
る
こ
と
で
諸
困
難
を
一

気
に
解
決
す
る
、
と
い
う

の
が
最
も
効
果
的
な
ば
か

り
か
容
易
で
も
あ
る
の

だ
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
さ
に
、「
そ
う
だ
」
と

わ
た
し
も
思
い
ま
す
。

い
）。そ
の
こ
と
自
体
が
、

人
間
の
お
も
い
あ
が
っ
た

悩
み
で
あ
り
、
人
間
と
い

う
「
生
き
も
の
」
の
特
徴

で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
「
老
い
る
・

死
に
ゆ
く
」
こ
と
を
恐
れ

る
、
と
い
う
解
決
で
き
な

い
大
き
な
問
題
を
は
ら
ん

で
し
ま
い
、
お
お
い
に
悩

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
本
質
的
な
す
ば
ら

し
い
役
割
（「
い
の
ち
」
を

つ
な
ぐ
）
を
体
感
で
き
な

い
た
め
に
、ご
自
分（
特
に

高
齢
者
）の「
い
の
ち
」を

医
療
に
丸
投
げ
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

患
者（
特
に
高
齢
者
）・
医

師
双
方
に
解
決
で
き
な
い

大
き
な
悩
み
の
は
じ
ま
り

で
す
。「
生
き
も
の
」
の
本

質（「
い
の
ち
」を
つ
な
ぐ
）

を
見
失
っ
た
人
間
の
姿
が

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

【図１】健康体と慢性疾患の関係

日
本
の
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自

ら
の「
か
ら
だ
」の「
し
く
み
」を
生

か
す
こ
と
で
、日
本
を
再
生
す
る【表２】健康体の三大特徴

（1）�「上腹部の柔軟性」＝腹部の柔軟性
と形態と温度分布 

　�　「健康体」の場合、立位で上腹部が
下腹部より少し低く手で上腹部を圧
迫しても圧痛は無く、しこりもなく、
その圧迫をとくとすぐに元に復する
柔軟性があり適度な緊張がある。 
　また、腹部全体は温かくほぼ同一
温度である。

（2）頭部と足先の温度差 
　�　「健康体」の場合、頭部が足先より
約１度から３度高い範囲である。 

（3）立位での姿勢 
　�　「健康体」の場合、正面からみると
脊柱は正中線上でまっすぐであり、
側面からみると生理的に適切なＳ字
状の 湾曲を保ち、人体の各部位に余
分な緊張と力の過剰な 負担がない 

　

そ
れ
で
は
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
答
え
は
簡
単
で

す
。「
か
ら
だ
」
の
「
し

く
み
」
に
お
ま
か
せ
す
れ

ば
い
い
の
で
す
。

　

そ
の「
か
ら
だ
」の「
し

く
み
」が
ス
ム
ー
ズ
に「
は

た
ら
く
」
た
め
に
、「
健

康
体
の
三
大
特
徴
」（
表

２
）
で
あ
る
「
上
腹
部
の

柔
軟
性
」
を
国
民
一
人
ひ

と
り
が
理
解
・
体
感
し
、

「
上
腹
部
の
柔
軟
性
」
が

国
民
一
人
ひ
と
り
に
生
み

だ
さ
れ
、「
上
腹
部
の
柔

軟
性
」
を
国
民
一
人
ひ
と

り
が
保
持
す
れ
ば
い
い
の

で
す
。

　

そ
し
て
、「
深
く
・
長

く
・
こ
こ
ち
よ
い
呼
気
」

を
国
民
一
人
ひ
と
り
が
２４

時
間
・
３
６
５
日
・
お
迎

え
が
来
る
ま
で
つ
づ
け
て

ゆ
け
ば
す
む
こ
と
で
す
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

４０
億
年
の
「
か
ら
だ
」
の

「
し
く
み
」
は
、「
生
き

ぬ
き
・
老
い
・
死
に
ゆ

　

一
年
草
の
草
花
も
、
人

間
も
そ
れ
ぞ
れ
の
「
い
の

ち
」
を
つ
な
ぐ
一
つ
の
環

と
し
て
の
存
在
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
一
つ
の
環
と

し
て
の
存
在
が
、
悠
久
の

つ
な
が
り
の
一
つ
の
環
で

あ
る
と
自
覚
で
き
る
と
こ

ろ
に
、
大
き
な
楽
し
み
と

生
き
が
い
と
誇
り
と
安
心

が
あ
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
「
し
く

み
」は「
生
命
」と「
地
球
」

が
と
も
に
４０
億
年
に
わ
た

っ
て
協
調
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
す
ば
ら
し

い「
し
く
み
」な
の
で
す
。

「
生
ま
れ
・
生
き
ぬ
き
・

老
化
し
・
死
に
ゆ
く
」
こ

と
は
、「
生
命
」と「
地
球
」

が
と
も
に
進
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
す
ば

ら
し
い
摂
理
な
の
で
す
。

　

特
に
、
高
齢
者
に
と
っ

て
「
老
化
と
死
」
は
、
子

孫
に
、多
様
性
の
あ
る「
い

の
ち
」
を
つ
な
ぐ
た
め
に

課
せ
ら
れ
た
す
ば
ら
し
い

役
割
な
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ

現
代
人
が
も
っ
て
し
ま
っ

2011年河内新聞バックナンバー

　生命と地球の共進化により生まれた
健康体を生かす医療
・ｉＰＳ細胞は現代医学の最先端――
これをどう生かすか
・現代医学のすばらしさをどう生かす
か
　現代医学がおちいっている迷路から
どう抜け出すか

１月号
　Ⅰ　知らなかったｉＰＳ細胞の驚異
　Ⅱ　ｉＰＳ細胞がおこす医療革命
　Ⅲ　ｉＰＳ細胞が生命を変える
　Ⅳ　人と動物の混合＝キメラはどこ
まで
　Ⅴ　科学技術の長所と短所
　Ⅵ　ｉＰＳ細胞が映す生命のなぞ
　Ⅶ　人間はどこへ行くのか
２月号
　Ⅰ　「老い」と「死」は防げない

　Ⅱ　「人体」はすばらしい「いきもの」
　Ⅲ　「人体」は「いきもの」であって、
単純なロボットではない
　Ⅳ　身近な例、高血圧で考える
　Ⅴ　クスリで本当に病気が治るか
　Ⅵ　お迎えがきつつあるんだなと分
かってから、本当に自分と向き合える
　Ⅶ　ＲＯＢ治療で高齢者に「生きて
いる」ことを楽しんでいただく
３月号
　Ⅰ　患者主体の慢性疾患の予防方法

の確立とその普及が必要
　Ⅱ　慢性疾患予防の世界基準づくり
に解決すべき２点
　Ⅲ　「死」は「生命」と「地球」が共に進
化することによって生まれたすばらし
い「しくみ」
　Ⅳ　「子」は〈授かりもの〉、「死」は〈お
迎え〉を再認識
　Ⅴ　現在の医学（現代医学・東洋医学
・その他の医学）の一番の問題点
　Ⅵ　医師が悩む―現代医学の構造的

欠陥
４月号
　Ⅰ　地球の驚くべき変動
　Ⅱ　地球環境の変動に対応して「か
らだ」をつくり変える
　Ⅲ　私たちの母なる細胞に、異物で
ある細菌を取り入れ、「いのち」を守る
　Ⅳ子孫が「生き残る」ための私たちの
「死」
５月号
　Ⅰ　私たちはなんと恵まれた生活を

していたのか
　Ⅱ　必ず起こる「死」の準備はできて
いますか
　Ⅲ　人間中心の考え方が問題の根底
にある
　Ⅳ　「死」が「生」を生かす
　Ⅴ　人間には生きぬく「しくみ」があ
る
６月号　人間も「動物」。その「死」を中
心にして「生」を観る
７月号　一人ひとりの真の「生きがい」

をつくることが、日本を再生する
８月号　『生きもの』である人間が、本
当にいきいきと生きられる原則
９月号　私たち一人ひとりの「からだ」
にきざみこまれている進化の「しくみ」
を生かす
10月号　安心と生きがいは『いのちを
つなぐ』ところにある
11月号　『からだのしくみにおまかせ
する』という新たな発想

2012年河内新聞バックナンバー

　今後のあるべき医療　健康体を活か
す医療
１月号
　Ⅰ　そもそも人間は、特別な「生きも
の」でしょうか
　Ⅱ　そもそも「飢え」と「死」が人間を
生き生きとするとは、どういうことで
しょうか
　Ⅲ　近代科学・現代医学に 落とし
穴があるとは、どういうことでしょう
か
　Ⅳ　現在の日本には、慢性疾患の「患
者主体の予防」が必要なのは、どうして
でしょうか

　Ⅴ　医学的な「基準値」や「ガイドラ
イン」はどうしてこうも、あいまいなの
でしょうか
　Ⅵ　どうして「健康なからだ」の、し
かも「部分」ではなく「全体」をあらわす
「指標」が必要なのでしょうか
　Ⅶ　現代医学は高齢者の「死」を防ぐ
ことが目的でいいのでしょうか
２月号
　Ⅰ　慢性疾患に対する医療の方法に
ひそむ1つ目の構造的問題
　Ⅱ　慢性疾患に対する医療の方法に
ひそむ２つ目の構造的問題
　Ⅲ　慢性疾患に対する医療の方法に
ひそむ３つ目の構造的問題
　Ⅳ　現代医学の慢性疾患の予防・治
療・ケアそのものが解決に向かう５つ

の方向
３月号
　Ⅰ　生（なま）の人間の「こころ」と
「からだ」の変化
　Ⅱ　生の人間の「こころ」と「からだ」
が変化した結果
　Ⅲ　「上腹部の柔軟性」と「呼吸・循環
・人体力学・自律神経・消化管の運動機
能」との関係
　Ⅳ　「上腹部の柔軟性」と「生きる力」
と「総合的な免疫力」と「自然の治癒力」
　「現代医学」に新たなページを開く
「上腹部の柔軟性」
４月号
　Ⅰ　「上腹部の柔軟性」と「自然の治
癒力」と「生きものが生きぬく原則」
　Ⅱ　「上腹部の柔軟性」という指標の

特徴
　Ⅲ　「上腹部の柔軟性」という指標を
測定する装置とシステムについて
５月号
　Ⅰ　「頭寒足熱・冷えのぼせ」と「上腹
部の柔軟性」
　Ⅱ　「いのち」をつなぐ「はたらき」と
「かたち」の関係
　Ⅲ　「生命」とは
　Ⅳ　球形の中でおこる「対流」
　Ⅴ　「消化管の運動機能」と「体液の
循環と対流」
６月号
　Ⅰ　「消化管ポンプ」を構成する「し
くみ」
　Ⅱ　高齢者の「食べ過ぎ」の害をひも
とく

　Ⅲ　「からだ」の「しくみ」が喜ぶよう
に生きる
７月号
　Ⅰ　血液は「体液」の一部
　Ⅱ　「からだ」の「はたらき」のもと
は、「体液」の移動による「取り入れ・排
泄」。「からだ」の「かたち」のもとは「球
形」
　Ⅲ　「取り入れ・排泄」をおこなうた
めに、「体液」の移動か特殊化されたも
のが「呼吸・循環・人体力学・自律神経・
消化管の運動機能」
８月号
　Ⅰ　「体液」の移動による「取り入れ・
排泄」から人体の正常構造と機能が生
まれた
　Ⅱ　静脈血の特性

　Ⅲ　「横隔膜」・肺・心臓と「胸腔内圧」
・「腹腔内圧」と呼吸と静脈弁・「静脈還
流」・全身の循環
　Ⅳ　「上腹部の柔軟性」と「横隔膜」の
上下動と「呼吸・循環・人体力学・自律神
経・消化管の運動機能」
９月号
　Ⅰ　「横隔膜」の上下動による体腔
（頭蓋腔・胸腔・腹腔）と上肢・下肢での
圧力差が、「呼吸・循環・人体力学・自律
神経・内臓の動き」の要
　Ⅱ　いわゆる、脳卒中体質について
　Ⅲ　脳卒中体質を明らかにする
　Ⅳ　脳卒中体質の特徴的現象をまと
める
10月号
　Ⅰ　脳卒中体質の特徴的現象を「上

腹部の柔軟性」から再確認する
　Ⅱ　脳卒中の一番大きな原因である
高血圧、その高血圧治療ガイドライン
（2009）の生活上の修正項目
　Ⅲ　高血圧治療ガイドラインにない
高血圧を起こす原因
※「こころ」を込めて「呼気」を深く・長
くすると、「呼吸と循環」は整う
11月号
　Ⅰ　「脳卒中体質の特徴的現象」と
「上腹部の柔軟性」の関係に気づく
　Ⅱ　安倍先生が高血圧になられた生
活習慣を、「健康体の特徴」である「上腹
部の柔軟性」の視点から解明する
※「上腹部の柔軟性」から「心臓」と「膝」
のつながりを診る

2013年河内新聞バックナンバー

　今後のあるべき医療 健康体を生か
す医療
　石垣たまご理論について
１月号
　Ⅰ　150億年の歴史をもつ「からだ」
が中心
　Ⅱ　「からだ」の「しくみ」の中心は
『入りと出』
　Ⅲ　あなたの人生を生かすも殺す
も、あなた自身が、あなたの「からだ」の
「しくみ」を生かすかどうかです
２月号　石垣たまご理論について　そ
の発想と展開（上）
「現代医学」がおちいっている迷路か
らどうぬけ出すか
「現代医学」のすばらしさをどう生か
すか
　Ⅰ　「からだ」の「しくみ」

　Ⅱ　「からだ」の「はたらき」と「つく
り」と「かたち」
３月号　石垣たまご理論について　そ
の発想と展開（下）
　Ⅲ　「上腹部の柔軟性」と「からだ」全
体の「はたらき」との関係
　Ⅳ　「からだ」全体がスムーズに「は
たらいている」情報である「上腹部の柔
軟性」と「プレジャー」の感覚との関係
　Ⅴ　「上腹部の柔軟性」が「生老病死」
を俯瞰するものさしであり、医療を統
合する要となり、患者主体の慢性疾患
予防の礎となる
４月号
一般財団法人　石垣ＲＯＢ療法研究所
設立祝賀記念講演
これからの医療　統合医療について
講師　東京大学名誉教授　日本統合医
療学会名誉理事長
一般財団法人石垣ＲＯＢ療法研究所設
立発起人代表

渥美　和彦先生
○私を統合医療にいざなった三人の賢
者
○統合医療とは
○病気の予防について
○石垣ＲＯＢ療法研究所設立を促した
理由
○渥美和彦先生と石垣理事長の通底す
る対話
○一般財団法人　石垣ＲＯＢ療法研究
所理事長挨拶
５月号
たまご理論の「人体力学」①
五木寛之氏と玄侑宗久氏の対談から　
その本質を考察する
　Ⅰ　「からだ」の部分をあらわす言葉
が、「こころ」や「精神状態」や「生き方」
をあらわす
　Ⅱ　「からだ」が「こころ」や「たまし
い」の土台
　Ⅲ　作家　曾野綾子さんの体験

　Ⅳ　Gutsと腸・腹・直感・内容・根気・
勇気・ガッツ
６月号
たまご理論の「人体力学」②
　Ⅰ　「からだ」にとって、一番大事な
「はたらき」は「入り出」
　Ⅱ　「入り出」を絶えずスムーズにし
ておけば、「からだ」はととのう
　Ⅲ　「生きる力」・「総合的免疫力」・
「自然の治癒力」・「自然なケアー」・「大
往生」は、同じ「しくみ」で生まれる
　Ⅳ　「からだ」がすべてを示している
７月号
たまご理論の「人体力学」③
　Ⅰ　たまご理論にもとづく「人体力
学」の「しくみ」
　Ⅱ　重心が不安定になって病気にな
ってゆく「しくみ」
　Ⅲ　整形外科的疾患は予防できる
　Ⅳ　年をとると、食べ過ぎが命とり
になる理由

　Ⅴ　高齢者に薬・注射は不要
８月号
たまご理論の「人体力学」④
「長く深い呼気」が「からだ」の「しく
み」を生かす
　Ⅰ　「からだ」全体の重心が安定する
現象を身につける方法
　Ⅱ　「上腹部の柔軟性」があると、「か
らだ」全体の重心が安定する
　Ⅲ　「からだ」全体の重心を安定させ
るための順序・効果・意味
　Ⅳ　豊かさの中で、私たちはどうい
きいきと生きるか
　Ⅴ　人間の悩みは、「生きもの」とし
ての人間の特徴
　Ⅵ　「長く深い呼気」が「からだ」の
「しくみ」を生かす
９月号
たまご理論の「人体力学」⑤
原始の単細胞の生命から人体力学に至
るまで

　Ⅰ　「からだ」の「しくみ」の中心であ
る「入り出」
　Ⅱ　「からだ」の「しくみ」の中心であ
る「入り出」を生かす
　Ⅲ　「入り出」の「はたらき」は「体液
の移動」と一体
　Ⅳ　「入り出」の「はたらき」の進化し
たものが、消化器・循環器・呼吸器・自律
神経などの臓器や器官を備える人体
　Ⅴ　「入り出」の原動力＝「体液の移
動」による「体腔圧の変動」と人体の「正
常機能・構造物・形態」との関係
　Ⅵ　「上腹部の柔軟性」が、「体腔圧の
変動」を調節し、人類の姿・形をつくる
10月号
たまご理論の「呼吸・循環・内臓全般の
動き（特に消化管運動機能）」①
　Ⅰ　原始の生命もわたしたち人類
も、「入り出」の「はたらき」は同じ
　Ⅱ　原始の生命もわたしたち人類
も、「入り出」の「はたらき」の原動力は

「体液の移動」にある
　Ⅲ　「死に至る条件」を、「元気に生き
る条件」に転換する。
　Ⅳ　人体の「入り出」の「しくみ」を
「消化管の運動機能」・「横隔膜呼吸」・
「血液の移動」から明確にする
11月号
「上腹部の柔軟性」は「呼吸・血液循環・
人体力学・自律神経・内臓全般の動き」
と一心同体②
　Ⅰ　「小胞」が物質を輸送する「しく
み」は、原始の生命からつづく「体液の
移動」（図２）により生まれた
　Ⅱ　60兆の細胞一つひとつの内外で
の物質の「移動」の総体の程度が、「上腹
部の柔軟性」の「度合い」として表れる
　Ⅲ　「体液」の一部である血液の「移
動」をとらえる
　Ⅳ　「静脈還流」が大事な理由
　Ⅴ　「消化器」を通る「静脈還流」

 

 

人は楽しむために生まれてきた！  

～人間の生死は「上腹部の柔軟性」が指標となる～ 
 

ROB 治療で「上腹部の柔軟性」が正常化されると・・・ 

「入り出」がととのい、深く長くここちよい呼気ができる 
 

 

 

・呼吸が深くなり 

          ・循環が良くなり                 

          ・人体力学が安定し 

          ・自律神経がととのい 

          ・内臓全般の動きが活発になる 

 

     

 

●生きる力がつく     ⇒ 生き方が身につく  

●総合的免疫力がつく  ⇒ 予防ができる      

●自然の治癒力がつく  ⇒ 治療が的確に      

●自然なバランス力がつく ⇒ 自然なケアー  

●自然な死への流れができる ⇒穏やかな死     
 

 

■人間の体の自然な「しくみ」が生かされ 

ROB 治療で人生が統合される！！ 

【表１】人間が生物として生きる条件

⑴食べられて生きている
⑵殺されずに生きている
⑶自然に適応して生きている
⑷�生殖し、子を生み育てるために生
きている
⑸�我とは何か、どこから来てどこに
行くのかを確かめるために生き
ている
⑹�我は生物･地球の環境のためにい
かに貢献できるかを発見し、活動
するために生きている

【表３】

★
★
★
★
★
★

★
★

【
Ⅰ�

今
ま
で
の
日
本
人
の
あ
り
方
・

日
本
の
医
療
で
は
解
決
で
き

な
い
諸
問
題
】

　

み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
よ

う
に
、
平
成
２３
年
度
の
医

療
費
は
約
３８
兆
円
で
す
。

平
成
３５
年
に
は
、
５４
兆
円

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
医
療
に
介
護
・

年
金
を
合
わ
せ
た
社
会
保

障
給
付
費
は
、
現
在
で
も

年
間
約
１
１
１
兆
円
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
現
在
の
国
家

財
政
は
、
１
０
０
０
兆
円

を
こ
え
る
赤
字
で
す
。
財

政
再
建
に
特
別
な
処
方
箋

は
な
く
、歳
出
削
減
・
社
会

保
障
給
付
費
の
削
減
・
増

税
の
３
つ
以
外
の
選
択
肢

は
あ
り
ま
せ
ん
。
５
％
か

ら
８
％
に
、
３
％
の
消
費

増
税
を
お
こ
な
う
に
も
大

変
な
さ
わ
ぎ
で
す
。
さ
ら

に
、
少
子
高
齢
化
の
高
波

が
お
し
よ
せ
て
い
ま
す
。

　

だ
れ
が
ど
う
考
え
て

★
★
★
★
★
★
★
★

【
Ⅱ�

わ
た
し
た
ち
人
間
は
、「
生
き
も
の
」

で
す
】

★
★
★
★
★
★
★

【
Ⅲ�

わ
た
し
た
ち
人
間
の
一
生
と
は
、

「
い
の
ち
」を
つ
な
ぐ
行
い
】

★
★
★
★
★
★
★

【
Ⅳ�

人
間
の「
老
化
」と「
死
」は
、「
い

の
ち
」を
つ
な
ぐ
大
切
な
役
割
】

2014年河内新聞バックナンバー

石垣たまご理論についてーその発想と
展開
統合理論について
　ＲＯＢ治療によって
　「上腹部の柔軟性」が生まれ
　　深く・長く・ここちよい呼気ができ
ると
　「生と死」
　「予防・治療・ケアー・平穏な死」
　「現代医学・東洋医学・各種医療」
　　　　　　　　　　が統合される
１月号
　Ⅰ　統合理論としての15の提案
　Ⅱ　科学医学の限界

　Ⅲ　「健康体」のはじまり
　Ⅳ　医学の本来の役割
２月号
　「からだ」全体の「しくみ」が主、
STAP細胞・iPS細胞・ES細胞＝万能細胞
の「はたらき」は従
３月号
　Ⅰ　人間が行う発明や発見とはなに
か
　Ⅱ　それぞれの万能細胞の長所・短
所の違いが有する「多様性」と、その「は
たらき」がもつ「同一性」をいかに活用
するか
４月号
　Ⅰ「からだ」全体の「はたらき」がとと
のっている時、「上腹部の柔軟性」があ
る

　Ⅱ　「上腹部の柔軟性」を２４時間・
３６５日・全人生を通して維持することが
決め手
　Ⅲ　「難行苦行」から、深く・長く・こ
こちよい呼気へ
　Ⅳ　お釈迦さんにとっての深く・長
く・ここちよい呼気の効果
　Ⅴ　お釈迦さんの悟りの体験に学ぶ
　Ⅵ　「からだ」全体の「しくみ」を生か
す具体的な方法
　Ⅶ　万能細胞の研究が発展し、より
簡単に、安全に、適切に人類に貢献でき
ることを願う
５月号　
患者主体の慢性疾患の予防を実現する
　Ⅰ　お釈迦さんの悟りの体験に学ぶ
　Ⅱ　お釈迦さんの悟りの体験を生か

す具体的な方法
　Ⅲ　高齢者には、子孫に「いのち」を
つなぐ大切な役割がある
　Ⅳ　高齢者は「いのち」をつなぐ人生
の船長
　Ⅴ　「上腹部の柔軟性」が、高齢者の
「安心」と「やすらぎ」と「生きがい」を生
み、国家予算を削減する
６月号
　Ⅰ　日本の医療と国家の財政状況の
問題点
　Ⅱ　日本人は、英国人に比べ、２倍高
いクスリを２倍使っている
　Ⅲ　ROB治療とそれにもとづく日常
生活処方で「健康体の特徴」＝「上腹部
の柔軟性」が生まれると、クスリを必要
としない「からだ」となる

　Ⅳ　薬剤費は確実に減らすことがで
きる。クスリの副作用は必ず激減する。
医師・看護師・医療関係者の技術料は大
幅にアップできる
　Ⅴ　「お釈迦さんの悟りの体験」を
「健康体の特徴」である「上腹部の柔軟
性」から解明する
　Ⅵ　国民一人ひとりが、深く・長く・
ここちよい呼気を、こころゆくまで楽
しむことによって、日本の再生ができ
る
７月号
DIPEｘ・NBM・EBM、そしてARTを「上腹
部の柔軟性」で串刺しにする
中島治子さんの同時進行ドキュメント
　Ⅰ　ある日の中島治子さんのご相談
と診療風景

　Ⅱ　中島治子さんのご相談の内容
　Ⅲ　中島治子さん自身の人生と病歴
８月号
　Ⅰ　中島治子さん（当時８５歳）の４月
の肺炎
　Ⅱ　中島治子さんの肺炎の予防
　Ⅲ　８月１５日の全国戦没者追悼式に
参列されるまでの中島治子さん
　Ⅳ　参列された翌日、８月１６日診療
所での中島治子さん
９月号
　Ⅰ　中島治子さんの「生きぬく」上で
の楽しみについて
　Ⅱ　中島治子さんの「からだ」の変化
のケース
　Ⅲ　中島治子さんの「からだ」の変化
のケースから統合理論へ

10月号
　Ⅰ　「上腹部の柔軟性」がデータと語
りと体験にもとづく直感であるARTを
串刺しにする
　Ⅱ　中島治子さんの病歴の一部
　Ⅲ　死に病からの回復が、生きぬく
力を生む
11月号
　Ⅰ　「極楽です。このままあの世にい
きたいぐらいです」
　Ⅱ　食べ方と食べる量が大事
　Ⅲ　食べ方と食べる量が、循環器に
も影響する
　Ⅳ　「からだ」の「しくみ」が喜ぶよう
に生きることが基本

も
、
日
本
人
が
い
ま
ま
で

の
「
生
き
方
」
を
し
て
い

る
分
に
は
、
と
う
て
い
解

決
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
い
ま
ま
で
の

医
療
の
在
り
方
で
は
な
り

た
ち
ま
せ
ん
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
問
題
を

一
対
一
対
応
で
解
決
し
よ

う
と
し
て
も
解
決
は
で
き

ま
せ
ん
。
諸
問
題
を
串
刺

し
に
す
る
原
理
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
類
の
歴
史
を
ふ
り
か

え
っ
て
み
れ
ば
、よ
り「
い

の
ち
」
を
確
か
に
つ
な
ぐ

た
め（
表
１
、特
に
①
～
④

の
条
件
）の
連
続
で
し
た
。

　

狩
猟
採
集
生
活
か
ら
農

耕
牧
畜
生
活
へ
、
工
業
化

に
よ
る
大
量
生
産
・
大
量

消
費
生
活
と
電
子
情
報
化

の
生
活
へ
と
つ
な
が
っ
て

ゆ
き
ま
す
。
そ
し
て
自
由

・
民
権
・
平
等
と
い
う
現

在
の
先
進
諸
国
の
社
会
体

制
に
も
つ
な
が
っ
て
ゆ
き

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
よ
り

良
い
生
活
を
求
め
た
先
人

の
努
力
と
知
恵
の
結
集
で

す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。

　

し
か
し
、
最
近
に
な
り

そ
れ
ら
の
制
度
の
ほ
こ
ろ

び
が
目
立
ち
始
め
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
が
現
在
と

い
う
時
代
が
大
き
な
転
換

期
と
言
う
意
味
な
の
で

す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
わ
た

し
た
ち
が
こ
こ
ろ
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

わ
た
し
た
ち
人
間
も
限
り

あ
る
「
い
の
ち
」
が
プ
ロ

グ
ラ
ム
さ
れ
た
「
生
き
も

の
」
で
あ
る
と
い
う
事
実

で
す
。
ほ
こ
ろ
び
の
あ
る

現
在
の
状
況
を
あ
り
が
た

く
享
受
し
つ
つ
、「
生
き

も
の
」
と
し
て
の
立
場
を

ふ
ま
え
、「
生
き
ぬ
き
・

死
に
ゆ
く
」
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
問

題
解
決
の
大
き
な
キ
―
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
と
、
わ
た

し
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
今
般
の
日

本
の
状
況
に
お
い
て
、「
生

き
も
の
」
の
一
員
と
し
て

の
立
場
を
ふ
ま
え
つ
つ
諸

問
題
を
一
気
に
解
決
す
る

原
理
と
は
ど
う
い
う
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
原
理
と
は
、
わ
た

し
の
言
葉
で
表
現
す
る
と

『「
か
ら
だ
」
の
「
し
く
み
」

を
生
か
す
』こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、「
か
ら
だ
」

の
「
し
く
み
」
と
は
な
に

か
で
す
。
４０
億
年
に
わ
た

り
つ
ち
か
わ
れ
た
「
か
ら

だ
」
の
「
し
く
み
」
が
め

ざ
す
目
的
は
な
に
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
目
的
は
一
言
で
い

う
と
「
い
の
ち
」
を
つ
な

ぐ
こ
と
で
す
。
わ
た
し
た

ち
の
人
生
そ
の
も
の
で
あ

る
「
生
ま
れ
・
生
き
ぬ
き

・
老
化
し
・
死
に
ゆ
く
」

こ
と
を
通
し
て
、
わ
た
し

た
ち
は
「
い
の
ち
」
を
つ

な
い
で
い
る
の
で
す
。
一

年
草
の
草
花
の
一
生
と
わ

た
し
た
ち
の
一
生
は
、
本

質
的
に
は
同
じ
で
す
。

　

そ
の
本
質
と
は
、「
生
き

ぬ
き
」
自
分
の
「
い
の
ち
」

を
つ
な
ぎ
、
親
と
は
違
う

多
様
性
の
あ
る
子
を
育

て
、「
老
化
」し
、お
と
ろ
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
世

代
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を

感
じ
と
り
、「
死
に
ゆ
く
」

こ
と
で
よ
り
多
様
性
の
あ

る「
い
の
ち
」を
子
孫
に
つ

て
い
る
「
老
い
る
・
死
に

ゆ
く
」
こ
と
を
忌
み
嫌
う

価
値
観
は
、「
生
き
も
の
」

の
「
か
ら
だ
」
の
「
し
く

み
」
に
本
来
備
わ
っ
て
い

る
役
割
と
は
、
ま
っ
た
く

価
値
を
異
に
し
ま
す
。

　
「
生
き
も
の
」
で
あ
る

人
間
が
、「
生
き
も
の
」

の
本
来
あ
る
べ
き
姿
で
あ

る「
老
い
る
・
死
に
ゆ
く
」

と
い
う
「
い
の
ち
」
を
つ

な
ぐ
す
ば
ら
し
い
役
割
と

異
な
っ
た
認
識
を
も
つ
こ

と
（
い
つ
ま
で
も
若
く
あ

り
た
い
、
死
に
た
く
な

★
★
★
★
★
★

★

【
Ⅴ�

国
民
一
人
ひ
と
り
が「
上
腹
部
の

柔
軟
性
」を
保
持
し
、「
深
く
・
長

く
・
こ
こ
ち
よ
い
呼
気
」を
お
こ

な
う
。あ
と
は「
か
ら
だ
」の「
し

く
み
」に
お
ま
か
せ
す
る
】

く
」
と
い
う
ス
ム
ー
ズ
な

流
れ
に
お
の
ず
か
ら
な
っ

て
き
ま
す
（
表
３
）。
慢

性
疾
患
の
患
者
主
体
の
予

防
（
図
１
）
は
お
の
ず
か

ら
現
実
の
も
の
と
な
り
ま

す
。

　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
深

く
・
長
く
・
こ
こ
ち
よ
い

呼
気
を
こ
こ
ろ
ゆ
く
ま
で

楽
し
む
こ
と
。あ
と
は「
か

ら
だ
」
の
「
し
く
み
」
に

お
ま
か
せ
す
る
こ
と
。

日
本
の
医
療
と
国
家
財
政

の
問
題
は
、
お
の
ず
か
ら

解
決
で
き
ま
す
。

（
詳
し
く
は
河
内
新
聞
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
、「
日

本
の
医
療
と
国
家
財
政
へ

の
提
案
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
統
合
医
療
学
会
会
報

№
１５
を
ご
参
照
下
さ
い
）

　

次
回
は
、
幼
・
小
・
中

・
高
校
生
の
、
青
少
年
の

「
か
ら
だ
」の「
し
く
み
」

に
も
と
づ
い
た
研
修
を
通

じ
た
慢
性
疾
患
の
予
防
法

の
道
の
り
を
述
べ
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

な
ぐ
こ
と
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
一
生
は

「
い
の
ち
」
を
つ
な
ぐ
た

め
の
行
い
で
す
。
そ
の
点

で
は
、
一
年
草
の
草
花
と

全
く
同
じ
な
の
で
す
。

（7） 第１２００号 （昭和56年10月19日・第３種郵便物認可） 河　　内　　新　　聞 平成27年1月1日（木曜日）


